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会社概要

会社沿革

事業案内

ウィズコロナのCSR・CSVを考える
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野坂建設CSRレポート2020 C SRで未来を拓き社会から求められる企業へ

E D I TO R I A L  P O L I C Y

2 0 2 0  C S R  R E P O R T  O U T L I N E

I N D E X

TO P  M E S S AG E

  激動の2019年度を振り返って

　2019年度を振り返ると、「激動」の一年

だったと感じます。そのきっかけとなったのは

新型コロナウイルス感染症の拡大です。

2020年2月頃から日本国内でも急速に蔓延

し、福岡県でも緊急事態宣言が発令され、そ

の危機は本当に身近にありました。感染症

対策はスピード感を持って実施していく必要

があり、当社でも衛生対策はもちろん、リ

モートワークの導入や社員貸付制度の設立

など、社員の安全・安心を第一に考えながら

対策を実践していきました。これはまさに企

業の社会対応力の発揮、つまりCSRを実践し

ていくことであり、CSRの重要性も改めて感

じました。

  社会で活躍できる「強くたくましい人」へ

　社会の激動の変化に合わせて社内も激動

の変化をしていく中で、経営者としてこれから

の野坂建設のあり方を考えさせられました。

これまでは経営者として当社のステークホル

ダーの皆様を守りサスティナブルに向けて舵

を取っていくことを指針としておりましたが、

世界的パンデミックを前に「本当に守ること

ができるのか」と私一人の力はあまりにも小

さいことに気づきました。また、コロナ拡大に

合わせて各部門のリーダーを中心にみんな

で話あって次 と々今できる最大の対策を実

践しており、しっかりと経営理念に合わせて

個々で考え判断し進めている姿を見て、とて

も頼もしい仲間がいることにも改めて気づき

ました。そこで、当社の人事ポリシーを「明朗

に働く人」から「強くたくましい人」に改定しま

した。これからも社会は変化し続けますし、

変化にスピード感と柔軟性を持って対応し成

果を出せる人になれば、広く社会で活躍でき

ると思います。

  ウィズコロナ時代のCSR・CSVへリニューアル

　2020年度はウィズコロナ時代のCSR・CSV

へリニューアルする1年としました。今までは

経営側でCSR・CSVを考えて目標設定をして

おりましたが、新しい人事ポリシーに合わせ

て、各部門のリーダーと共に実施しました。コ

ロナにおける社会の変化に合わせてステー

クホルダーからの期待や要望はどう変化して

いるか、当社における重要な社会課題は何

かを今一度考え、具体的なKPIに落とし込む

ことができました。みんなで考えた新しい

CSR・CSVは2021年度から本格スタート致し

ます。詳しくは後のページで報告いたします

ので是非ご覧ください。

　バックキャスティング思考で構築していく

CSR・CSVにおいて、各部門リーダーが現場

のことを一番よく把握してくれています。より

実現可能で全社員一丸となって目指していく

KPIを設定できたと自負しております。

  CSRで未来を拓いていく

　当社は2022年度より50期を迎えます。こ

れからの当社の持続可能性を高めていくた

めには、CSRを経営と連動して進めていくこ

とは必須です。より社員のみんなと一丸と

なってCSRを推進していき、ステークホル

ダーの皆様をはじめとした社会から必要とさ

れる企業になれるよう邁進してまいります。

　今回のCSRレポートは、2019年度の活動に

加えて今後の未来を拓いていく決意も掲載

しております。是非ご一読いただき、忌憚な

い意見を賜れますと幸いです。

野坂建設株式会社 / 代表取締役  野坂 輝和
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会社沿革
HISTORY  o f  C OMPANY

野坂建設株式会社

野坂 輝和

1972年

4,000万円

14名

本社 / 福岡県北九州市若松区高須東3丁目6番9号

水巻支店 / 福岡県遠賀郡水巻町杁2丁目1番13号

ゆめ環境 / 福岡県遠賀郡遠賀町大字尾崎1712-45

・建設業許可　福岡県知事(特-1)第25068号（建築工事業）
・建設業許可　福岡県知事(特-29)第25068号
  （土木工事業・とび土工工事業・舗装工事業・水道施設工事業・解体工事業）

・産業廃棄物処分業（福岡県/第04020058381号）

・産業廃棄物処理施設設置（福岡県/第608号）

・産業廃棄物収集運搬業（福岡県/第04000058381号）

・一般廃棄物処理業（遠賀・中間地域広域行政組合/第7号）

・一般廃棄物処理施設設置（福岡県/第79号）

・肥料販売業務（福岡県/第2160号）

・特殊肥料生産業者（福岡県/4920号）

[ 商 　 　 号 ]

[代   表   者 ]

[ 設 　 　 立 ]

[ 資   本   金 ]

[ 従 業 員 数 ]

[ 所   在   地 ]

[ 許   認   可 ]

・一般社団法人JBN・全国工務店協会

  北部九州工務店ネットワーク

・特定非営利活動法人 日本樹木リサイクル協会

・NPO法人 九州環境カウンセラー協会

・公益社団法人 福岡県産業資源循環協会

・一般社団法人 北九州市建設業協会

・福岡県土木組合連合会 北九州支部

・一般社団法人 倫理研究所 福岡県倫理法人会

・公益社団法人 若松法人会

・水巻町商工会

[ 加 盟 団 体 ]

会社概要
COMPANY  OU T L I N E



やさしい地域を創造するために
事業案内

地域事業

廃棄物処理サービス

新たな製品に生まれ変わる
事業案内

環境事業

農産品栽培・販売

堆肥化事業

樹木伐採・解体サービス

許可取得
状況

［  廃棄物の処理フロー  ］



［  家の性能  ］

新築･注文住宅

スーパーウォール
（LIXIL社）

あたたかいくらしの礎にこだわる

事業案内

建設事業

リノベーション

省エネ 制震装置
（ビルシュタイン社）

災害に
強い

防蟻防湿
シート

劣化が
少ない

高気密施工
高断熱サッシ

静かな
音環境 天然素材の壁キレイな

空気

建築スタートから
建築後までの
あんしん保証

保証

1 2 3 4 5

出会い 施工 完成･お引渡し アフターメンテご契約

■リノベーション事例

住宅事業に関わる有資格

■To Business

［  注文住宅完成までの流れ  ］



Topics

ウィズコロナのCSR・CSVを考える

リニューアルを経ての想い

CSR・CSVのリニューアルプロセス

Voice

環境事業部　廣戸 大樹

当社の重要ステークホルダー

当社の重要社会課題住宅事業部　田浦 一成

総務部　鈴木 由貴 未来デザイン室　渡邊 美穂子

Step.1

自社分析

Step.2

重要社会
課題の特定

Step.3

CSR方針の
見直し

Step.4

KPI･CSR活動の
見直し

Step.5

CSRマネジメント
体制の整備



地域の輝きをつなぐプラットフォーマー

「SDGs」とは

事業に伴う
影響に対応

Vision CSR
方針

Vision・
CSR方針

事業活動を通じた
社会課題解決への挑戦



①小学生への環境教育実施

KPI 2021年度～

①チラシ配布による集客活動実施 

②既存顧客や新規見込顧客への訪問営業実施  

①田園モデルハウスへの来場活動実施

②定期イベントの開催

③SNS,HP等メディアでの情報発信

④新生活様式(ニューノーマル)に沿った住宅仕様等の提案・発信

①田園モデルハウスランニングコストデータ収集

②ZEH取組をSNS,HP等メディアで情報発信

③ZEHアプローチブックの運用、ロープレの実施

環境事業部

住宅事業部

住宅事業部

住宅事業部

総務部

総務部

総務部

未来
デザイン室

総務部

環境事業部

環境事業部

環境事業部

廃棄物
廃棄物
中間処理後
搬出量

前年比
490t
増加

7棟
完工

3棟
完工

前年比
1％削減

前年比
1％削減

前年比
1％削減

前年比
3%向上

前年比
1％削減

36品目

導入実施

SW住宅・
高気密高断熱
住宅

年間建築棟数

ZEH住宅
年間建築棟数

売上当たり
電気使用量

売上当たり
燃料使用量

(ガソリン•軽油)

社員1人当たり
一般廃棄物
排出量

産業廃棄物
再資源化率

廃棄物
受入量当たり
水使用量

グリーン購入法
適合製品
導入品目数

環境配慮型
製品の導入

顧客の安全衛生
防災・減災
自然災害

地球温暖化
エネルギー
大気への排出

地球温暖化
エネルギー

地球温暖化
エネルギー
資源の枯渇

廃棄物

廃棄物

水と排水

調達慣行

調達慣行

①未使用時の電気消灯の徹底

②設備電気不要時の負荷遮断

③設備のアイドリングストップ

④残業時間の削減検討

⑤昼休みの消灯

⑥太陽光発電設備の設置検討

①アイドリングストップの徹底

②「エコドライブ10のすすめ」を車内に掲示 

③重機の定期検査

④破砕作業の効率的実施

⑤破砕機の清掃

⑥電気リフトの導入検討

①廃棄物の分別徹底

②リユース・リサイクル推進活動の展開

③排出量の秤量管理

④5S活動の実施

①廃棄物管理を強化し排出実績を分析

②現場分別の強化

③リサイクル委託先の見直し

①重機や車両等の計画的洗車実施

②破砕作業時の計画的散水

③雨水の活用検討

①5S活動による備品の在庫管理徹底

②購入時の調査•検討

①環境配慮型ノベルティの製作 

②環境配慮型製品の導入        

重点
項目 重要社会課題 関連するSDGs KPI 主担当

2021 2022 2023

目標値
活動内容

前年比
490t
増加

8棟
完工

4棟
完工

前年比
1％削減

前年比
1％削減

前年比
1％削減

前年比
3%向上

前年比
1％削減

36品目

導入実施

前年比
490t
増加

9棟
完工

5棟
完工

前年比
1％削減

前年比
1％削減

前年比
1％削減

前年比
3%向上

前年比
1％削減

36品目

導入実施

やさしくうつくしい自然を守る

やさしくうつくしい住環境を創る
①対象月第1週目に各拠点で地域清掃実施

②地域開催のセミナー等での登壇

③地域開催のイベント等への参加

④地域団体やイベント等への協賛や寄付

       

①環境事業部における中学生職場体験受入

②中学生向け出張職業講話講師の実施

①防災・避難訓練の実施

②BCP勉強会の創意工夫開催

③防災グッズ・備蓄品の棚卸（在庫確認→検討→購入）

④BCP文書の更新

①BCPにて重要な協力会社をリストアップ

②協力会社にBCPパートナーシップの提案・協議

③BCPパートナーシップの契約締結

①月一回の安全会議

②資格取得（労働安全衛生法による安全衛生教育他）

③ヒヤリハット報告書の提出

④終業時に滞留物の場内点検の実施（火災・天災防止）

⑤安全会議の開催

⑥下請け安全教育の実施

⑦現場安全パトロールの実施

①社内外教育の参加奨励

②資格取得支援の実施

③評価制度による適正評価とキャリアアップ支援

④採用活動の実施

①取得実績個別管理表での取得日数管理 

②1人あたりの生産性の指標設定

        

環境事業部

環境事業部

環境事業部

環境事業部

住宅事業部

全部門

全部門

総務部

未来
デザイン室

全部門

総務部

未来
デザイン室

未来
デザイン室

未来
デザイン室

未来
デザイン室

未来
デザイン室

総務部

地域活動・
ボランティア
地域

コミュニティ

地域コミュニティ

地域コミュニティ

地域コミュニティ

防災・減災
被災地支援

防災・減災
被災地支援

労働安全衛生

雇用と教育

経営環境の変化
スピード
働き方改革

経営環境の変化
スピード

重点
項目 重要社会課題 関連するSDGs KPI 主担当

2021 2022 2023

目標値
活動内容

やさしくうつくしい繋がりを深める

やさしくうつくしい職場を創る

地域との
協働件数 6件 6件 6件

実施
継続

実施
継続

実施
継続

実施
継続

実施
継続

実施
継続

実施
継続

実施
継続

実施
継続

1回/年

3件

1回/年

4件

1回/年

5件

0件 0件 0件

2名 2名 2名

5日
以上

6日
以上

7日
以上

8件 8件 8件

1日/月 2日/月 3日/月

ステーク
ホルダー向け
イベントの開催

環境教育実施

BCP更新

BCP
パートナー
シップ件数

労働災害
発生件数

新規雇用人数

社員1人あたり
有給休暇
取得日数

業務改善
採択件数

事務部門
1人あたり

テレワーク実施日数

キャリア形成
活動への参画

①社外のステークホルダー向けイベントの開催
　（感謝祭、にんにく収穫祭など）

②社内のステークホルダー向けイベントの開催
　（経営計画発表会など）

①4つのテーマで業務改善提案の奨励と評価・運用
　（コンプライアンス、CSV、BCP、時短）

①テレワークの実施スケジューリングと管理



KPI 2019年度結果＆2020年度目標

代表者による全体評価と見直し・指示

総評

評価・見直し 今後の課題・目標

重点
項目

関連する
SDGs・GOAL

EA21
※1

取組内容
※2

評価
※3

2019
目標

対象
範囲

2019
結果

2020
目標

やさしくうつくしい住環境を創る

住宅
事業部 6棟

前年度
実績維持

前年比
1％削減

前年比
1%削減

前年比
1%削減

前年比
1%削減

前年比
1%削減

前年比
3％向上

前年比
1%削減

36品目

導入実施

4回

ガソリン
前年比1％削減

軽油
前年比1％削減

前年比
1％削減

前年比
1％削減

基準値設定

36品目

導入実施

4回

2件

実施継続

実施継続

実施継続

2件

実施継続

実施継続

実施継続

採用1名

65日

0件

採用1名

70日

0件

11,304件 11,600件

2棟 7棟

前年度
実績維持実績維持

9％増加

25％増加

80％増加

15%増加

18％削減

設定完了

36品目

1件導入

1回

2件

実施

実施

実施

1名採用

140日

0件

13,185件

住宅
事業部

環境
事業部

事務所
現場

【ガソリン】
事務所

事務所

事務所

事務所

事務所

全体

全体

全体

全体

全体

全体

全体

環境事業部

現場

【軽油】
破砕施設
現場

やさしくうつくしい自然を守る

やさしくうつくしい職場を創る

やさしくうつくしい繋がりを深める

①モデルハウス建築
②定期イベントによる集客仕組化
③住宅仕様の追求
④HP等メディアでの情報発信
①自然素材リフォームの提案
②定期イベントによる集客仕組化
③大型リフォームの商品化
①敷地内より国道に向けての自立看板の設置
②自社車両の側部に広告設置
③チラシ配布により集客活動実施
④既存顧客や新規見込み顧客への訪問営業実施
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○
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○
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◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

①未使用時の電気消灯の徹底
②設備電気不要時の負荷遮断
③節電シール等の表示
④設備のアイドリング
⑤残業時間の削減検討
⑥昼休みの消灯
⑦LED照明の導入
①アイドリングストップの徹底
②「エコドライブ10のすすめ」を車内に掲示
③重機の定期検査
④破砕作業の効率的実施
⑤破砕機稼働後の清掃
①廃棄物の分別徹底
②リユース・リサイクル推進活動の展開
③排出量の秤量管理
④5S活動の実施
①廃棄物管理を強化し排出実績を分析
②分別方法の見直し
③リサイクル委託先の見直し
①洗浄作業の見直し検討
②節水コマの取付
③節水シールの表示
④中間処理施設の計画的散水
⑤調達と利用状況の見直し
①5S活動による備品の在庫管理徹底
②購入予定時の調査検討
①環境配慮型ノベルティの製作
②環境配慮型製品の導入

①自社周辺道路の清掃活動実施
②地域開催活動・イベント等への参加
①地域イベントへの協賛や参加
②地域開催のセミナー等での登壇"
①ステークホルダー感謝祭の開催
②Kingにんにく収穫祭の開催"

①リサイクル部門における中学生職場体験受入
②中学校においての出張職業講話講師"

①小学校での環境教育実施

①社内外教育への参加奨励
②資格取得支援の実施
③評価制度の導入
④採用活動の実施
①取得実績の個別管理表作成
②取得日数の少ない社員へ奨励
③業務効率化に向けたシステム導入
①日常的なKY活動・ヒヤリハット活動の徹底
②安全パトロールの実施
③現場における5S活動実施
④災害防止対策の立案と防災訓練等の実施
⑤安全大会の開催

※1：事業活動における直接的環境影響：◎，間接的環境影響：○　※2：赤字は2019年度結果を踏まえて改善･強化した取組内容
※3：[評価内容]　◎：目標達成(120％以上)　○：目標達成(100％以上)　△：取組実施･目標未達　×：取組未実施

社会課題

地域における
住環境の
課題解決

CO2排出量
の削減

廃棄物削減と
適正処理

水資源の確保

グリーン購入
の推進

環境配慮型製品
の採用

ステークホルダー
との繋がり

次世代の教育

人財開発

働き方改革

安全な施工体制

KPI

夢・空・間住宅
年間建築棟数

リフォーム・リノベーション
施工件数

刈草・伐採枝・
解体木くずの

廃棄物処理受入件数

売上当たり
電気使用量

売上当たり
燃料使用量

(ガソリン・軽油)

社員一人当たり
一般廃棄物排出量

産業廃棄物
再資源化率

廃棄物受入量当たり
水使用量

グリーン購入法適合製品
導入品目数

環境配慮型製品の購入

地域ボランティア
活動参加回数

地域との協働件数

環境教育実施

キャリア形成活動実施

新規採用数

有給休暇
取得日数

労働災害
発生件数

ステークホルダー向け
イベント実施



やさしくうつくしい住環境を創る

［  遠賀町田園地区に新モデルハウス完成  ］

N-STYLE　取り残されない家

スーパーウォールは、家と家族を大切にし、
暮らしをめいっぱい楽しみたい人のために。

「夢・空・間」の家づくり

安心して暮らす
ための3つの性能

ずっとサポート夢 空 間

Point.1

Point.2

コンセプト

CSV

01 木くず前処理工程設備導入の検討02

堆肥製品ヤードを強化03

刈草のリサイクルで農福連携を支援04

当社の家づくりへの想いや、
施工事例などはWebサイトやSNSをご覧ください。

完成イメージ

業界最高レベルの断熱性能を実現 耐震性を高め、くり返しの地震にも強い 高能断熱材で、住まいの耐久性を持続する



やさしくうつくしい自然を守る

環境マネジメントシステム：エコアクション21の運用

CSR・E

01 CO2排出量削減にむけて02

産業廃棄物のリサイクル推進03

水使用量の削減に向けて04 グリーン購入の推進05

エコアクション21対象範囲
（認証･登録範囲）

［  環境方針  ］ ［  環境関連法規  ］

環境理念

行動指針

■法令

■条例

■その他規制

電力調達先の選定電気 環境事業における軽油使用量の調査燃料

グリーン
購入製品数

3 6品目



やさしくうつくしい繋がりを深める

ステークホルダー感謝祭の開催

CSR・S

01 次世代の教育04

中小企業大学校にて発表02 地域清掃活動への参加03

参加人数

125名

環境教育

職場体験

コスモスまつり
環境ブース

小学生

中学生

地 域



やさしくうつくしい職場を創る

新型コロナウイルス感染症への対応

CSR・G

T o p i c s 人事ポリシーの改訂03

安全衛生活動01

BCP（事業継続計画）の運用02 働き方改革の推進04

安全
会議開催

1 2回

“共育”制度

報連相が
できる人

夢を
持つ人

個人
の成長

結果が
出せる人

自分で
考えて仕事が
できる人

スピード対応
できる人

実施している対策

人事ポリシー

チーム
の成長

会社
の成長

野坂建設の発展へ

強くたくましい人



マテリアルバランス

■エネルギー

■CO2排出量※１ ■建設廃棄物

■一般廃棄物排出量

■住宅関連施工件数

■受入廃棄物

電気

ガソリン

軽油

産業廃棄物

一般廃棄物

■建設資材

生コン

再生砕石

鉄筋

土砂

砕石

切り込み砕石

建設
事業

環境
事業 地域

事業

OUTPUT

INPUT

■中間処理後廃棄物

リサイクル率※2

リサイクル率※2

■製品製造数

Kingにんにく

Kingにんにく・
くろ

水

廃プラスチック類

木くず

金属くず

紙くず

がれき類

ガラスくず等

コンクリートくず

廃石綿等

混合廃棄物

発電燃料
として再生

堆肥へ再生

N O S A K A  C O N S T R U C T I O N  C O N C E P T

このまちのくらしを
もっとやさしく、うつくしく。

たおやかな川の流れと緑の風。
自然と人とが共生するこのまちで半世紀。
私たちは地域と共に営みを続けてきました。

くらしの基本である家を建てる。
草木をリサイクルして肥料やエネルギーに変える。
野菜や果物を育てて収穫する。

毎日の生活に寄り添って、
こうした良好な循環を広げることが
私たち野坂建設の使命です。

まちの人々の笑顔のために、
愛すべきこのふるさとをもっとやさしく、うつくしく。

人と地域をめぐる「ありがとう」が
よりよい未来を創ります。


